
【学校質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

　  

【児童質問紙調査】 【児童質問紙調査】

放課後や長期休業中の学習サポートの継続的な実施
語学指導助手の配置
地域の多様な人材や施設などの地域資源を生かした教育の充実◎

◎
◎

■訓子府町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2、児童数：41名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

○

○

○

○

【訓子府町の学力向上策】

教　　　科

「家で学校の宿題をしている」と回答した児童の割
合が、全国及び全道とほぼ同様になっている。

「授業の中で分からないことがあったら、その場で
先生に尋ねる」と回答した児童の割合が、全国及
び全道を上回っている。

児童質問紙

算数Ｂでは、「数と計算」の領域で、全国とほぼ同
様になっている。

教員加配措置と臨時講師を活用したティーム・ティーチングや習熟度別少人数指導の充実

学校質問紙
○

○

すべての学校が「家庭学習の取組として、児童に
家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教え
るようにした」と回答している。

「前年度までに、発言や活動の時間を確保して授
業を進めた」と回答した学校の割合が、全国を上
回っている。

授業において思考する活動の時間を確保し
たことで、児童は分からないことを積極的に
教員に質問するなど、主体的な学びの姿勢
が身に付いたと考えられる。

児童に宿題を与えたり、家庭学習の具体的
な方法等を示したりすることにより、基礎的・
基本的な学力の定着が図られたと考えられ
る。

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統
的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領
域で、全国を上回っている。
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【学校質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

【生徒質問紙調査】

○ 家庭学習の具体的な取組方法等を指導する
ことで、生徒に、教科書を効果的に使いなが
ら学習する習慣が身に付き、基礎的・基本的
な力の定着が図られたと考えられる。

○

「家で、自学自習において、教科書を使いながら
学習している」と回答した生徒の割合が、全国及
び全道を上回っている。

数学の授業において、補充的な学習を計画
的に行ったことで、生徒は意欲的に学習に臨
み、学力の定着が図られたと考えられる。

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」の領域で、全国及び全道を上回っている。

国語Ｂでは、「書くこと」「読むこと」の領域で、全国
とほぼ同様になっている。

数学Ｂでは、「数と式」で、全国を上回っている。

「数学の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

数学Ａでは、すべての領域で、全国及び全道を上
回っている。

教　　　科

生徒質問紙

学校質問紙
○ 長期休業中を利用した補充的な学習を延べ13日

以上行った。

数学の指導として、前年度までに、補充的な学習
をよく行った。

地域の多様な人材や施設などの地域資源を生かした教育の充実◎
◎
◎

【訓子府町の学力向上策】

放課後や長期休業中の学習サポートの継続的な実施
教員加配措置と臨時講師を活用したティーム・ティーチングや習熟度別少人数指導の充実

語学指導助手の配置

■訓子府町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：38名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

○

○

　【生徒質問紙調査】

○

○

○

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

訓子府町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

47.4 

38.9 

36.5 

28.9 

31.6 

31.7 

10.5 

19.2 

20.3 

13.2 

9.9 

11.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

訓子府町

全道

全国

家で、予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教

科書を使いながら学習していますか

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

100.0 

13.0 

9.6 

21.9 

12.6 

39.0 

33.3 

15.5 

24.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

訓子府町

全道

全国

前年度に、長期休業中を利用した補充的な学習サポート

を実施しましたか

延べ13日以上 延べ９日から12日

延べ５日から８日 １日から延べ４日

55.3

31.2

31.7

23.7

36.4

37.7

15.8

21.8

20.7

5.3

10.2

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

訓子府町

全道

全国

数学の授業の内容はよく分かりますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

100.0

42.7

33.1

52.1

57.5

4.6

8.5

0.5

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

訓子府町

全道

全国

数学の指導として、前年度までに、補充的な学習を行

いましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

- 357 -


